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1 はじめに 
 幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方については，2010 年に幼
児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方に関する調査研究協力者会議
「幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方について（報告）」（2010）
において，「子どもの発達や学びの連続性を保障するため，幼児期の教育（幼
稚園，保育所，認定こども園における教育）と児童期の教育（小学校における
教育）が円滑に接続し，体系的な教育が組織的に行われることは極めて重要で
ある。」ことが再認識された。また，「新しい幼稚園教育要領，保育所保育指針，
小学校学習指導要領においては，幼小接続に関して相互に留意する旨が規定さ
れ，文部科学省・厚生労働省が共同で事例集を作成・周知するなどの取組が行
われている。それに伴い，各学校・施設においても，幼児と児童の交流活動や
幼小の教職員の意見交換等の取組はある程度行われてきている。」と述べられ
ている。 
そのような中，2016 年 12 月に中央教育審議会において，新たに「幼稚園，
小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要
な方策等について（答申）」が示され，これを踏まえて，幼稚園教育要領，幼
保連携型認定こども園教育・保育要領，保育所保育指針(2017 年 3 月公示，以
下，「幼稚園教育要領等」と記す。)，及び小学校学習指導要領(2017 年 3 月公
示)において，育みたい資質・能力を「知識及び技能(の基礎)」，「思考力，判
断力，表現力等(の基礎)」，「学びに向かう力，人間性等」(※()内は幼稚園教
育要領等)の三つの柱で明確化された。また，幼稚園教育要領等においては，
健康，人間関係，環境，言葉，表現の５領域のねらい及び内容に基づいた具体
的な姿である，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」(幼児の幼稚園等修了
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時の具体的な姿)の 10 項目が示され，さらに，小学校学習指導要領においては，
幼児教育の学びの成果が小学校と共有されるよう工夫・改善を行うことで，「幼
児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた指導を工夫すること」が求めら
れた。つまり，学校段階等間の円滑な接続を行うことで，三つの資質・能力を
確かに育むことが求められることとなった。 
子どもの姿は，幼児期の終わりで切れるものではなく，5 歳児から第 1 学年
の間で重なり，次の段階に移行していくことから，これまでにも幼稚園・認定
こども園・保育所での 5 歳児の小学校入学前の保育・教育カリキュラムを「ア
プローチカリキュラム」，小学校第 1 学年入学時で取り組む教育活動のカリ
キュラムを「スタートカリキュラム」とし，継続的に子どもの育ちと学びを育
み，幼児期の教育から小学校教育へスムーズな移行ができるようにすることを
目指した様々な取組が行われている。 
 しかし，「幼児教育部会における審議の取りまとめについて（報告）」（中央
教育審議会，2016）により，「幼稚園教育と小学校教育との接続では，子ども
や教員の交流は進んできているものの，教育課程の接続が十分であるとはいえ
ない状況であったりするなどの課題も見られる」と述べられていることから，
この度，幼稚園教育要領等が平成 30 年 4 月より全面実施され，小学校学習指
導要領も令和 2 年 4 月より全面実施となるこのような時期において，教育課程
の整理とその具体的な手立てや方向性を明らかにすることは急務となってい
る。そこには，2 つのカリキュラムの充実だけでなく，様々な取組を試行して
いく必要もあると考える。 
 そこで，本稿では，子どもの発達や学びの連続性を保障するための幼児期の
教育と小学校教育との円滑な連携・接続のために，幼児期 5 歳児後半から児童
期第 1 学年 1 学期までの幼児教育と小学校教育の接続期にとらわれず，幼児期
年長児と児童期第 1学年の子どもたちとが 1年間を通して定期的な交流活動を
行っている事例を取り上げ，幼児期の教育と小学校教育との円滑な連携・接続
についての望ましいあり方について考察する。 
 
2．保小交流活動について 
 ここでは，島根県内の西益田小学校区における年間を通した保小交流活動の
様子を取り上げる。 
（1）活動の経緯 
 本活動は，2009 年度より益田市保育研究会において，「保育の中で，地域の
良さを体感し，地域を想う子どもたちを育てよう」をスローガンにして，「保
育園で体感したことを土台に，小学校を初めとする学校教育機関と連携し，地
域で体験を積み重ねていくとともに，地域の公民館や団体など様々な機関や住
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民が活動を支え，子どもたちに関わることを通して，地域社会全体で地元を担
う人材を育てていくことに繋げよう」という考えから始まった。それを受けて，
Ａ小学校区では，地域の子育て連携協議会を基に，公民館を中心に保育園，小
学校，中学校も含めて子育て支援活動を行っている。 
 2012 年度からは，保育園で十分経験と楽しさを感じているふるさとでの活
動を，小学校へと繋げ，小学校も含めたふるさと教育の体験活動を始めた。そ
して，2015 年度からは，保育園～中学校までの連続性のあるふるさと教育を
目指して，話し合いを深めている。（山下ら,2015） 
（2）保小交流活動の概要 
 本校区では，小学校 1 年生と保育園 4 園の年長児との交流を始めて，今年で
8 年目となり，下表 1 のように年 4 回の交流を行っている。 
 
 時期 内容 
第 1 回 6 月 川散歩，用水路での川遊び体験 
第 2 回 7 月 川遊び体験（今年は豪雨のため中止） 
第 3 回 10 月 近くの山での秋見つけ 
第 4 回 2 月 小学校での学校体験（１日入学） 
1）第 1 回 用水路での川遊び体験（1 年生 29 名，年長児 27 名参加） 
 今回は，初めに，グループ毎に
顔合わせ，自己紹介を行う。年長
児は，各園出身者の 1 年生とは顔
なじみだが，他園の子もいるため，
初めはみんな緊張気味。1 年生の
リードでチーム名やめあてを確認
し，自己紹介をしたり，わらべ歌
遊びをしたりして，だんだん緊張
もほぐれてくる子が増えてきた。
（図 1･2 参照） 
 その後，グループ毎に川の散
歩に出掛ける。1 年生と年長児が
手を繋いで２列で歩いて行く。1
年生は，入学して 3 ヶ月ではあ
るが，年上としての責任感で，
年長さんの手をしっかり繋いで
いる。1 年生にとっては，昨年度
表 1 年 4 回の保小交流活動の概要  
 
図 1 グループでの自己紹介の様子  
図 2 グループでの遊びの様子  
126
も同じ活動をしているので，年長児にいろいろと教えてあげている姿も見られ
た。 
道中で水が流れている様子を見た
り，説明を聞いたりした。（図 3参照） 
その後，用水路で遊ぶ。水路まで
歩く，泳ぐ，生き物（主に魚や貝）
を見つけるなどして自由に遊ぶ。そ
れぞれ自分の思いで自由に遊んでお
り，グループも手を繋いでいた相手
もバラバラ状態。安全面が気になる
が，教員や保育士，公民館からのボ
ランティアなどが用水路の中や上から監
視していた。 
 最後に集まって，今日の活動の振り返
りを発表した。グループ毎に集まる時に
は，1 年生が進んで声を掛けてみんなを
集める姿が見られた。（図 4 参照） 
 1 年生がやはり進んで発表をする。用
水路で遊んで楽しかった内容が多かった
が，交流に関わる発言としては，「みんな
元気に来てくれて嬉しかった」「みんなで
遊んで楽しかった」などが見られた。1
年生にとっては，初めての年長児との交
流で，責任感をもって，リーダーとして取り組もうとする姿が見られた。年長
児にとっては，自由に活動する子も見られたが，中には同じ園だったと言うこ
とで，すぐに意気投合し，1 年生について回る姿も見られた。 
2）第 3 回 近くの山での秋見つけ 
（1 年生 30 名，年長児 25 名参加） 
第 2 回の川遊び体験が豪雨のため
中止となったため，4 ヶ月ぶりの再会
であった。はじめの会では，グルー
プ毎に並んで，1 年生の司会で進めら
れた。6 月の 1 回目に比べて，小学校
生活にも慣れ，自信をもって，進行
することができており，1 年生の成長
ぶりが感じられた。（図 5 参照） 
図 3 川の様子を見学  
図 4 用水路で遊んでいる様子  
図 5 はじめの会の様子  
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山に向かって，グループ毎に 2 人
で手を繋いで歩いて出発する。途中
で，キノコやどドングリ，ヘビが脱
皮した皮などを見つけながら，楽し
く歩いて行った。（図 6 参照） 
目的地に着くと，休憩後，グルー
プ毎にアスレチックコースを周り，
秋見つけを行った。ドングリや紅葉
した落ち葉，キノコなどを見つけな
がら 1 周していた。その後，グルー
プで輪になって，見つけた物を紹介
し合った。年長児も楽しそうに見つ
けた物を見せていた。（図 7 参照） 
グループで昼食を取り，その後，
グループ毎にアスレチックで遊んだ。
初めにどのアスレチックで遊ぶのか
をグループ毎に相談し，1 年生は自分
の思いを抑え，年長児のやりたいこ
とを聞いてあげる姿が見られた。活
動中も年長児がいるかどうかを確認
しながら，遊んでいる姿も見られた。
1 年生なりに責任感をもって行動し
ようとする姿がたくさん見られた。
この姿を年長児が見ることによって，
1 年生への憧れの思いも増してくる
だろうと感じられた。年長児は，1
年生に見守られながら，自分の遊び
たい思いを発散し，自由に遊ぶ姿が
見られた。（図 8 参照） 
今回の活動では，1 回目と比べて，
1 年生の子どもたちがお兄さん，お姉さんらしく振る舞っている姿，年長児の
自由に活動する姿などがたくさん見られた。同じ保育園出身者同士の関わりだ
けではなく，他園の年長児との関わりも多く見られた。 
3）第 4 回 小学校での学校体験（１日入学） 
第 4 回目の交流活動は，4 月から入学する 7 つの保育園の年長児が参加し，
小学校での学校生活体験を行った。1 日入学の代わりである。新しく 3 園から
図 6 手を繋いで歩いている様子  
図 7 見つけた物を紹介する様子  
図 8 アスレチックをしている様子  
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年長児が加わったためか，少し緊張感
が漂っていた。 
グループ毎に集まって，1 年生が司会
進行して，はじめの会。1 年生の終わり
の時期なので，1 年生も慣れた感じで進
行することができた。 
初めは，合同の図画工作の授業。先
生の指示で 12000 個の紙コップを使っ
て，グループ毎に集まって自由に紙
コップを使って遊んだ。先ずは，一人
で紙コップを重ねていく子が多い。次
第に隣の子や周りの子と共同して紙コップを積んでいく。同じ出身園でない子
同士でも一緒に楽しそうに取り組ん
でいた。（図 9･10 参照） 
その後，一緒に給食を食べて，昼
休みは 1 年生に連れられて，天気が
良いので，外遊び。1 年生がリードし
て年長児も楽しそうに遊んでいた。 
掃除の時間は，縦割りの班に年長
児も一緒に参加して，上級生に教え
てもらいながら雑巾掛けをする等，
小学校の 1日の生活を体験していた。 
 
3．保小交流活動の成果 
 1 年間の保小交流活動を通して，保育園の年長児や小学校 1 年生にどのよう
な姿が見られ，幼児教育と小学校教育との円滑な連携・接続を目指す上で，ど
のような成果が見られたのかについて，保育園（5 名）と小学校（3 名）の関
係者にアンケート 1)とインタビュー調査を行った。 
（1）年長児にとっての成果について 
 年長児にとっての良さとして，以下の点が挙がった。 
・就学への不安が軽減した。 
・事前に学校を見たり上級生と会えたりすることで安心感をもち，入学への
不安が減った。 
・優しいお兄さん，お姉さんがいることで安心できた。 
・小学校への期待がより膨らんだ。 
図 9 二人で紙コップを積んでいる様子  
図 10 みんなで紙ｺｯﾌﾟを積んでいる様子  
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・不安に感じた子どもが，後半は活動的に参加できた。 
・参加された保護者の方に活動への興味，理解をしてもらえた。 
・1 年生の姿をしっかり見て学んでいた。 
・より多くの経験を持った 1 年生と交流することにより，多くの刺激を受け，
1 年生や小学校への憧れや期待をもつことができた。 
・身近なモデルに触れながら活動できたことは，自分自身の育ちの道標を見
いだすことに繋がっていた。 
・少しだけ学校生活を知ることができた。 
・先生達にも園児を知ってもらえた。 
年長児にとっては，これまで同じ園で一緒に過ごした仲間がいることで，安
心して活動をすることができ，参加した保護者にとっても就学への不安が軽減
できたようである。また，いつもは，年長児として園内でリードする立場であ
るが，小学生の姿や言葉をじっと見たり聞いたり，小学生に優しくかかわって
もらったりしながら，多くの刺激をもらうことができたようである。この安心
感が，さらなる小学校生活への期待や見通し，学びの連続性に繋がっていくと
考える。 
また，1 年間の保小交流活動で育った資質・能力（幼児期の終わりまでに育っ
てほしい 10 の姿の具体）としては，以下の点が挙がった。 
ア 明るく伸び伸びと行動し，充実感を味わっている。 
イ 自分の体を十分に動かし，進んで運動しようとしている。 
オ 友達と楽しく活動する中で，共通の目的を見いだし，工夫したり，協力
したりなどしている。 
キ 地域に親しみをもったり，社会とのつながりを意識したりしている。 
コ 自然と触れ合う中で様々な事象に興味や関心をもったり，自然への愛情
や生命の尊さに気付いたりしている。 
シ 人の言葉や話などをよく聞き，自分の経験したことや考えたことを話
し，伝え合う喜びを味わっている。 
セ いろいろなものの美しさなどに対する豊かな感性をもっている。 
 年間を通して 4 回（今年度は 3 回）の保小体験活動において，顔なじみの小
学生や先生，地域の人と一緒に活動することを通して，安心感をもって，活動
できたことが，特にア・イ・オのような姿から窺われる。また，そのような安
心感から，自分の思いや願いを自由に発揮した結果，キ・コ・シ・セの姿が表
出したことが窺われる。  
 
（2）小学校 1 年生にとっての成果 
小学校 1 年生にとっての良さとして，以下の点が挙がった。 
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・リーダー性を発揮し，意欲的に活動している。 
・小学校では最も幼い児童という立場であるが，園児との交流の中で面倒を
見るべき園児との関わりあいによって，責任感やリーダーシップをもって
行動できていた。 
・保育園とのつながりを感じることができ，安心して学校生活を送ることが
できていた。 
・学校では一番年下の学年だが，保小交流ではお兄さんお姉さんとして活動
し，自分の成長を感じることができた。 
・立場の違う多くの大人に成長を見取ってもらえた。 
・交流のために企画をしたので，相手の目的意識をもった企画力が付いた。 
・下級生に対して気配りや優しさをもてる児童が増えた。 
小学校 1 年生にとっては，小学校入学後，校内では上級生からお世話しても
らうことが多く，受け身になりがちだが，園児と関わることで，自分が保育園
時の年長までに培ったリーダー性を発揮することができ，自分で考え，行動し
ようとする姿が見られたことが窺われる。このことで，さらに自信をもって，
これからの学校生活に進んで取り組んでいくきっかけになると考えられる。 
また，1 年間の保小交流活動で育った資質・能力（幼児期の終わりまでに育っ
てほしい 10 の姿の具体）としては，以下の点が挙がった。 
ア 明るく伸び伸びと行動し，充実感を味わっている。 
エ 自分の力で行動することの充実感を味わっている。 
セ いろいろなものの美しさなどに対する豊かな感性をもっている。 
 この保小交流活動で育った資質・能力（幼児期の終わりまでに育ってほしい
10 の姿の具体）として，項目数は少ないが，特にア・エなどは，年間を通し
て年下の年長児へのお世話やリードする責任感が養われ，その自信によって表
出した姿であることが窺われる。 
 
（3）保育士や小学校教員にとっての成果 
年間を通した保小交流活動を通して，保育士や小学校教員にとっての良さと
して，以下の点が挙がった。 
・小学校生活への見通しがついた。 
・お互いに話し合いや交流をもつことによって，保育や教育の方向性や内
容など理解することができ，日々の保育や授業の内容を改めて考えるこ
とができた。 
・入学してくる子どもの保育園での姿を見ることができ，入学後の指導に
生かすことができた。 
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・集団になった時の年長児の様子を年間を通して見ることができた。 
・いろいろな方々と交流や情報交換ができた。 
・保育士さんと早目から顔見知りになって，つながりが密になり，情報交
換ができた。 
・お互いの子どもの捉え方，関わり方を見たり，話し合ったりしながら，
様々な気づきがもらえた。 
・横並びの中では気づきにくかった子どもの育ちを縦の方向でも評価する
ことで，一人一人の良さや強みを見とる力を身につけることができた。 
・教職員のそれぞれの関わり方から気づきを得，自分自身の子どもへの関
わり方を振り返ることができた。 
・活動当日だけではなく，事前打ち合わせ，振り返りを行うことにより，
様々な視点から子どもの姿を読み取ることができ，子ども理解がより深
まった。 
・地域の素材を共有して，教材開発できた。 
 先ず，同じ活動を一緒にすることで，園児，小学生，それぞれの捉え方や感
じ方を知ることができ，子どもの発達や学びの連続性を共有できたことが一番
の成果だったことが窺われる。小学校教員にとっては，保育園でどのような目
標をもって保育を行っているのかを知ることにより，新たな一年生にどのよう
に対応するべきか知ることができ，子どもたちの成長を連続的に見て支援する
ことができる良さが見られた。同様に，保育士にとっても，小学校入学に向け
た支援の見通しをもつ上で有益であったことが窺われる。 
また，教職員の情報交換や振り返りを行うことが，様々な視点から子どもの
姿を読み取る力を培い，子ども理解を深めたり，また幼児期の教育と小学校教
育のそれぞれのあり方を理解したりする上で有用であり，教職員自らの研修の
一貫としても捉えていることが窺われた。 
今後，保小の円滑な連携・接続を図り，子どもの発達や学びの連続性を保障
していくために，さらに保育園と小学校で情報の共有と意見交流を行い，保幼
小で協働してカリキュラムを作り出していくことが大切であるといった意識
も窺われた。 
 一方，今後の課題や要望としては，以下の点が挙がった。 
・学校側が負担になるかもしれない。 
・天候に左右され行事や体験活動ができない時がある。 
・学校の交流に当てられる時間や日程調整が難しい。 
・集団が大きくなればなるほど，日程の調整に苦労する。 
・天候等に開催が左右されたので開催時期は見直してもよい。 
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 開催において，日程調整の難しさや天候に左右されることが課題として挙
がった。また，継続的に行っていくために，教職員の共通理解の必要性や組織
の体制の見直しなども挙がっていた。価値ある交流活動であるので，教職員の
負担も配慮しながら，ぜひ継続していってほしいと考える。 
 
4．おわりに 
 本稿では，1 つのモデル事例である，年間を通した保小交流活動を取り上げ，
保小連携・接続の在り方について考察を行った。年間を通した保小交流活動は，
従来の「アプローチカリキュラム」「スタートカリキュラム」といった一定の
接続期での取組を越えた，円滑な保小連携・接続のための価値ある取組である
と考える。 
1 年間を通した保小交流活動を振り返ったインタビューの中で，「園児に
とっては，小学生との交流で，あこがれや小学校への期待，見通しをもつこと
ができ，小学生にとっては，保育園時代から培ってきた力を発揮する場として，
また年下の子との活動で意欲的な姿が見られました。また，職員同士がお互い
の子どもの捉え方や関わり方を見ることで，自分自身の振り返りにもなります。
施設間の違いはあるものの，子どもの育ちを単年度ではなく，先を見通した育
ちを考えた時，接続は必要なことだと思います。」とのお話を頂いた。 
年間を通した交流活動においては，課題も見られるが，幼児教育から小学校
教育を通して，子どもの発達と学びの連続性を保障し，将来を担う子どもたち
がいきいきと学び，生活していくために，課題を乗り越えて，是非とも継続し
ていっていただきたい価値ある活動であると考える。そして，さらにこのよう
な活動が様々な地域で広がっていくことを期待したい。 
 
【注】 
1）アンケートの質問項目については，島根県健康福祉部子ども子育て支援課・
教育委員会教育指導課による「幼児教育に関わる実態把握調査結果について
(概要)」（平成 30 年 11 月 19 日）の質問項目を参考にした。 
・転勤や担当の教員が変わることで，これまで積み上げてきた経験や理解が
なくなることがある。引き継ぎや保小の連携への取り組みや理解をすべて
の教員に持ってもらいたい。 
・継続していくという意識が必要。 
・本地区ではよいリーダーシップを発揮してくださる方がおられ，助かって
いる。組織の作り方が大切。 
・模擬的に学習を数時間受ける体験をする。 
・早い時期の園児の情報交換が必要。 
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